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これまでの経緯（水害リスク空白域の解消）

＜令和４年度＞

流域治水の取組を推進することを目的として、発生頻度が高い降雨規模の場合に想定される浸水範 囲や浸水

深を明らかにするため、「多段階の浸水想定図」及び「水害リスクマップ」を公表

土地利用や住まい方の工夫及び水災害リスクを踏まえた防災まちづくりの検討などに活用

⇒国管理区間：各確率規模降雨による外水氾濫（1/10～1/150）

＜令和７年度＞

気候変動の影響等により全国各地で浸水被害が頻発しており、外水のみならず、発生頻度が高く、社会経済被

害が大きい内水にも対応すべく、内外水統合型の「多段階の浸水想定図」及び「水害リスクマップ」を公表

⇒国管理区間、県管理区間、その他河川、下水道等

確率規模降雨による外水＋内水氾濫（1/10～1/150）
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多段階浸水想定図・水害リスクマップの概要（１）
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水害リスクマップ活用例

3


